
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
）

　
支
給
対
象
者
一
人
に
つ
き
３
万
円

●
申
請
方
法
／
最
寄
り
の
田
沢
湖
・
角
館
地
域
セ
ン

タ
ー
、
各
出
張
所
、
社
会
福
祉
課
の
窓
口
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
28
年
１
月
２
日
以
降
に
仙
北
市
に
転
入
さ
れ
た
方

は
、
平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で
、
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
市
町
村
が
申
請
先
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
期
間
／
９
月
１
日
㈭
～
11
月
30
日
㈬

●
申
請
に
必
要
な
も
の
／

 

▼

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
の
写
し
（
免
許
証
・
パ
ス

ポ
ー
ト
・
健
康
保
険
証
な
ど
）

※
世
帯
で
申
請
さ
れ
る
場
合
も
支
給
対
象
全
員
の
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
の
写
し
が
必
要
で
す
。

 

▼

平
成
27
年
度
の
臨
時
福
祉
給
付
金
を
受
給
さ
れ
た

方
で
、
別
の
口
座
を
希
望
す
る
場
合
は
通
帳
の
写

し
（
金
融
機
関
名
・
口
座
番
号
・
口
座
名
（
カ
ナ
）

が
記
載
さ
れ
て
い
る
部
分
の
写
し
）。
な
お
、
長

期
間
使
用
し
て
い
な
い
口
座
に
は
振
込
み
で
き
な

い
の
で
、
受
取
口
座
と
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 

▼

仙
北
市
以
外
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
の
被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
方
の

平
成
28
年
度
分
市
町
村
民
税
の
非
課
税
証
明
書

 

▼

代
理
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
支
給
対
象
者
の
方
と

代
理
の
方
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し

※
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
が
わ
か
る
書
類
の
添
付

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
給
付
金
の
受
取
方
法
／
申
請
書
受
理
後
に
審
査
し
、

支
給
決
定
し
た
方
は
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
指
定

口
座
に
振
込
み
ま
す
。

　
平
成
26
年
４
月
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴

い
、
所
得
の
低
い
方
々
の
負
担
増
加
に
配
慮
し
、
暫

定
的
、
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
平
成
28
年
度
臨
時
福

祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
ま
た
、
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
、
賃
金

引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
年
金
受
給
者
（
障
害
・

遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
）
に
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金
（
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向

け
）
を
支
給
し
ま
す
。

※
両
方
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
両
方
の
給
付
金
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
支
給
対
象
者
／

 

▼

平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で
仙
北
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成
28
年
度
市

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

 

▼

支
給
対
象
と
な
る
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
で
、
平
成
28
年
４
月
分
ま
た
は
同
年

５
月
分
の
受
給
が
あ
る
方

※
た
だ
し
、
次
の
場
合
等
は
対
象
外
で
す
。

　
◎
市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
被
扶
養
者
と

な
っ
て
い
る
場
合

　
◎
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い
る
場
合

　
◎
既
に
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
を
受
給

し
て
い
る
場
合

※
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
申
請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す

の
で
、
申
請
期
間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
給
付
金
額
／

 

▼

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

　
支
給
対
象
者
一
人
に
つ
き
３
千
円

 

▼

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
（
障
害
・
遺

平 特
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
、
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

（
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
）
を
支
給
し
ま
す

殊
詐
欺
被
害
抑
止
の
た
め
の

通
話
録
音
装
置
を
無
料
で
貸
出
中
で
す

【
問
合
せ
】
社
会
福
祉
課
（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）２
２
８
８

電
話
で
お
金
の
話
は
サ
ギ
で
す
！

　
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
や
悪

質
商
法
の
被
害
か
ら
、
大
切
な
財
産
を
守

る
た
め
の
新
た
な
対
策
と
し
て
、
特
殊
詐

欺
等
を
抑
止
す
る
効
果
が
期
待
で
き
る

「
通
話
録
音
装
置
」
を
貸
し
出
し
し
て
い

ま
す
。

　
貸
し
出
し
す
る
装
置
は
、
ご
家
庭
の
電

話
回
線
と
固
定
電
話
機
の
間
に
接
続
す
る

も
の
で
す
。
相
手
に
は
会
話
内
容
を
録
音

す
る
警
告
音
声
が
流
れ
、
警
告
音
声
の
再

生
が
終
了
す
る
と
、
会
話
の
内
容
が
自
動

的
に
録
音
さ
れ
ま
す
。

　
貸
し
出
し
に
は
申
請
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

希
望
の
場
合
は
初
め
に
お
電
話
に
て
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
貸
出
対
象
者
／

 

▼

過
去
に
特
殊
詐
欺
の
被
害
に
あ
っ
た
世

帯
の
方

 

▼

特
殊
詐
欺
等
の
予
兆
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
こ
と
の
あ
る
世
帯
の
方
　
な
ど

●
貸
出
料
金
／
無
料
。
た
だ
し
設
置
す
る

こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
電
気
料
（
月
40

円
程
度
）
は
自
己
負
担
。

●
貸
出
期
間
／
３
か
月
以
内

市
立
田
沢
湖
病
院
の
臨
時

職
員
を
募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】
市
立
田
沢
湖
病
院

　（
田
沢
湖
生
保
内
）
☎
（
43
）１
１
３
１

【
看
護
補
助
（
夜
勤
な
し
）】

●
業
務
内
容
／
看
護
補
助
お
よ
び
介
護
補

助
業
務

●
募
集
人
員
／
１
人

●
勤
務
時
間
／
交
代
制

①
７
時
30
分
～
16
時
15
分

②
８
時
30
分
～
17
時
15
分

③
10
時
～
18
時
45
分

【
看
護
補
助
（
夜
勤
あ
り
）】

●
業
務
内
容
／
看
護
補
助
お
よ
び
介
護
補

助
業
務

●
募
集
人
員
／
１
人

●
勤
務
時
間
／
交
代
制

①
７
時
30
分
～
16
時
15
分

②
８
時
30
分
～
17
時
15
分

③
10
時
～
18
時
45
分

④
夜
勤
　
16
時
30
分
～
翌
日
９
時
（
月
３

～
５
回
）

【
共
通
】

●
募
集
期
間
／
９
月
30
日
㈮
ま
で

●
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

か
ら
の
紹
介
状
を
市
立
田
沢
湖
病
院
へ

持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
選
考
方
法
／
書
類
、
面
接

敬
老
祝
金
を

贈
呈
し
ま
す

【
問
合
せ
】
長
寿
支
援
課
長
寿
い
き
が
い
係

　（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）２
２
８
１

　
仙
北
市
で
は
満
80
歳
の
方
に
敬
老
祝
金
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
老
人
の
日
（
９
月
15
日
）
以
降
、
対
象
者
の
お
手
元
に
お
届
け
し

ま
す
。
な
お
、
贈
呈
は
地
域
の
民
生
委
員
に
協
力
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

●
今
年
度
の
祝
金
対
象
者
／

　
昭
和
10
年
９
月
16
日
～
昭
和
11
年
９
月
15
日
生
ま
れ
（
80
歳
）

●
祝
金
／
５
千
円

※
９
月
15
日
現
在
、
仙
北
市
に
３
年
以
上
住
所
を
有
し
居
住
し
て
い
る
方

へ
の
贈
呈
と
な
り
ま
す
。
条
例
一
部
改
正
に
よ
り
、
満
88
歳
の
方
へ
の

贈
呈
は
廃
止
と
な
り
ま
し
た
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

米
の
放
射
性
物
質
検
査
を

実
施
し
ま
す

【
問
合
せ
】
農
山
村
活
性
課
（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）２
２
０
６

　
28
年
産
米
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め
、
放
射
性
物
質

検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
米
の
出
荷
は
、
検
査
結
果
が
判
明
し
、
安
全
性
が
確
認

さ
れ
た
後
に
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

米
を
生
産
し
て
い
る
農
家
の
皆
さ
ま
へ

　
作
物
、
野
菜
、
花
き
、
肉
用
牛
等
の
コ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
研
修
期
間
／
平
成
29
年
４
月
～
２
年
間

●
申
込
締
切
／
10
月
12
日
㈬

●
募
集
要
項
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
／

　http://w
w

w
.pref.akita.lg

.jp/atkikaku/

　
未
来
農
業
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
育
成
研
修

と
は
、
新
規
就
農
に
必
要
な
技
術
を
身
に

つ
け
よ
う
と
す
る
方
や
、
新
た
な
部
門
開

始
に
必
要
な
農
業
技
術
を
身
に
つ
け
よ
う

と
す
る
方
が
、
営
農
の
確
立
に
必
要
な
基

礎
知
識
や
生
産
・
経
営
技
術
を
習
得
す
る

た
め
に
、
県
の
試
験
研
究
機
関
（
農
業
試

験
場
・
畜
産
試
験
場
・
果
樹
試
験
場
）
等

で
行
う
、
秋
田
県
独
自
の
研
修
制
度
で
す
。

未
来
農
業
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

育
成
研
修
生
募
集
中

【
問
合
せ
】
農
山
村
活
性
課
農
務
係

　（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）２
２
０
６

　
仙
北
市
で
は
、
町
内
会
等
が
維
持
管
理

し
て
い
る
水
銀
灯
や
蛍
光
灯
な
ど
の
既
存

の
街
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
す
る
街
灯
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
町
内
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、
節
電
、
温
室
効

果
ガ
ス
（
二
酸
化
炭
素
）
排
出
量
の
削
減
、

維
持
管
理
費
の
軽
減
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
費
用
は
市
が

負
担
し
ま
す
。

　
事
業
の
活
用
を
希
望
す
る
町
内
会
等

は
、
総
合
防
災
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
対
象
／
夜
間
に
お
け
る
犯
罪
、
事
故
等

の
発
生
を
抑
止
し
、
市
民
生
活
の
安
全

に
資
す
る
た
め
市
内
の
町
内
会
・
そ
の

他
団
体
が
管
理
し
て
い
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
未

整
備
の
街
灯

●
申
込
締
切
／
９
月
15
日
㈭

街
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

交
換
し
ま
せ
ん
か

【
問
合
せ
】
総
合
防
災
課

　（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
５

【
問
合
せ
】
市
民
生
活
課
（
角
館
庁
舎
）
☎
（
43
）３
３
０
８

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

市 information
役所からのお知らせ
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